
 

 
 
 
今号も「思考力、判断力、表現力等」の育成に向けた授業づくりについて考えます。 

 
小学校学習指導要領解説 外国語編の改訂の要点には、 

外国語学習においては、知識・技能が、実際のコミュニケーションにおいて活用され、

思考・判断・表現することを繰り返すことを通じて獲得され、学習内容の理解が深まる 

とあります。ここから、外国語の授業づくりは「思考力、判断力、表現力等」の育成を目指し

た学習活動を中核として行う必要があることが分かります。 
 
また、外国語によるコミュニケーションにおける見方・考え方は「外国語で表現し伝え合うた

め、外国語やその背景にある文化を、社会や世界、他者との関わりに着目して捉え、コミュニケ

ーションを行う目的や場面、状況等に応じて、情報を整理しながら考えなどを形成し、再構築す

ること」とされていますので、これを踏まえた授業づくりのポイントは以下のようになります。 

 

 

 
 
さて、今号で紹介するのは、上越市立稲田小学校の平原和泉教諭（以下「教師」と略記）によ

る小学５年外国語の授業実践です。「思考力、判断力、表現力等」に注目し、教師がどのように

単元を構想し授業を展開したのかについてお伝えします。 

 
 

 

  教師は、単元の目標を「伝えたい事柄について、自分の考えを簡単な語句や基本的な表現を

用い、相手に伝わるように内容を整理して話す（「英語」⑷話すこと［発表］に関連）」としま

した。そして、これを育成するために、単元の課題を「日本滞在４年目を迎える ALT に、冬休み

に旅行できそうなお薦めの国を紹介する」に設定し、単元の課題の詳細やパフォーマンス課題の

具体的な内容を決めていくことにしました。 

 そこで、まず教師が力を入れたのが、児童と共に時間をかけて課題の「目的・場面・状況」を

明確にしていくことでした。以下は、児童と相談しながら決めた課題の詳細です。 

目的： お世話になっている ALTに対して、旅行を満喫できそうな国をお薦めする 

場面： ALTに向けてのプレゼンテーション・スピーチ（教室内で発表）をする 

状況： ALTは日本滞在が長期に渡り、冬休み中に外国へ旅行したいと思っている 

 
 このように「目的・場面・状況」が明確になると、児童にとって、自分たちが何のためにコミ

ュニケーションをするのかが明確になります。当然その言語活動を行うことに必然性が生まれ、

児童の主体的な取り組みが始まります。また、児童は単元を通して「コミュニケーションにおけ

る適切な表現とは何か」を視点に思考を巡らせていくわけですが、この適切さについて考える際
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１ 「コミュニケーションを行う目的や場面、状況等」を明確に設定すること 

２ 単元全体を見通し、考えなどを「再構築」するための指導を工夫すること 

１ コミュニケーションを行う目的や場面、状況等の設定 



「私は、子供たちのことが大好きです。だから、子供たちと一緒に作り上げる授業に幸せを感じ

ます。」これは、単元の学習終了時の平原先生の言葉です。 

課題のルーブリックを子供と一緒に練り上げる（学習者自身によるゴールの設定）。随

時、個人と学習集団を見取り（アセスメント）、適宜、学びの手順に軌道修正を加える（フ

ィードバック）。そして何よりも、子供自身の「相手のためになることを、もっと分かり

やすく伝えたい！」という思いを最優先（主体的に学習に取り組む児童を支援）する。 

このような、「子供たちと一緒に授業を作り上げたい」「子供たちにこんな風に成長してほし

い」という願いから、見通しをもって意図的・戦略的に学習を設計する平原先生の指導観が、子

供たちの資質・能力の向上に寄与していたと感じました。 

にも「目的・場面・状況」が明確であることが不可欠です。つまり、「目的・場面・状況」を明

確にしていくことは、外国語で思考しながら学ぶための学びの舞台作りでもあります。 

 ここに教師は時間をかけ、児童の声を丁寧に聞き取り、児童の思いや実態を反映し、お互いに

納得し合いながら目的・場面・状況を設定していくことで、この後取り組む全ての言語活動にお

いて思考するための枠組みを作り出すことに成功していました。 

 

 

 
 
教師は児童の思考を常に駆動させるために、児童と一緒に決めた「何のために誰に向けて何を

どのように伝えるのか（目的・場面・状況）」に、単元中何度も立ち返り、繰り返し意識させるこ

とで、児童が考えを再構築できるよう支援していました。 
 

【単元の前半】単元の初めに、発表時に活用する語句や表現を意図的に盛り込んだ「モデルテ

キスト」を「聞く」という活動を十分に行っていました。その上で Small Talk（話題を決めた

子供たち同士の英語によるおしゃべり）を設定して、語句や表現に慣れ親しみ、緩やかに語句や

表現の蓄積を図りました。 
 
【単元の中盤】お薦めしたい所やその理由を考える場面で、教師は「これは ALT が喜んでくれ

るね」や「ALT が行きたいと思ってもらえるにはどうしたらいいかな？」といった言葉をかけて

「内容面の指導」をしていました。これにより、児童は目的・場面・状況に応じた発表内容にな

っているかという視点から、何を伝えるとよりよくなるか考えを再構築していました。 
 
【単元の後半】発表の練習をした後「お薦めの国を紹介 

する時のめあてを決めよう」と題して、パフォーマンス 

課題のルーブリックを児童と共に作成しました（右写真）。 

それにより ALT に向けてのスピーチをすることに対する 

相手意識が高まり、発表時に児童自身が特に伸ばしたい 

点や挑戦してみたい点が焦点化されていました。また、 

この場面では、設定したルーブリックを基にして、実際 

に児童の発表内容を取り上げ、語順の誤りを修正したり、別の表現に置き換えたり、伝え方に着

目させたりするという「言語面の指導」も行われていました。 
 
【単元の終末】パフォーマンス課題（ALTに向けてのプレゼンテーション・スピーチ）に挑戦す

る場面では、相手意識をもって伝えたいことを伝える表現力が発揮されていました。また、児童

が原稿を見ることなく発表を行う姿からは、必要な語句や表現がしっかりと内在化され、正確で

円滑な発表に必要な表現力が、着実に育成されていることが分かりました。 

 

２ 考えを再構築する指導の工夫 


